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Program 2027年2月21日（日）開催 認定単位：3単位

１教育セミナー
11時00分～11時20分

『学校薬剤師が進める「がん教育」の重要性』

芝﨑　由美子  先生（さいたま市民医療センター 薬剤科 係長）演者※認定単位の付与は
ありません

2教育セミナー
11時25分～11時45分

『病院と地域を繋ぐフォーミュラリ　～病院薬剤師が見据える標準的薬物治療と薬薬連携の未来～』

金井　紀仁  先生（戸田中央総合病院 薬剤科 係長）演者※認定単位の付与は
ありません

チーム医療の力で小児在宅をサポート１シンポジウム
12時00分~13時30分

『小児在宅医療の現状と薬剤師さんに期待すること（概論）』
淺野　祥孝  先生（かわごえファミリークリニック 理事長　埼玉医科大学総合医療センター 救急科 非常勤医師）演者

『小児在宅医療を支える薬剤師の可能性　―診療所薬剤師の立場から―』
詫間　梨恵  先生（あおぞら診療所うえの 薬剤師）演者

3シンポジウム
15時30分~17時00分 薬剤師がつなぐ地域の未来

ぺんぎん薬剤師  先生（薬剤師ブロガー）演者

『薬剤師の疑問が地域を変える　〜情報発信が広げた世界、供給不安、調剤報酬、そして地域を支える薬剤師へ～』

チーム医療の力でがん予防・治療をサポート2シンポジウム
13時45分～15時15分

『あなたの声かけが、人を助け、地域を守る！』
甲斐　敏弘  先生（新都心レディースクリニック 院長）演者

『乳がん治療における意思決定プロセス　～がん治療医は何を考え、治療を選択するのか～』
山口　慧  先生（JCHO 埼玉メディカルセンター 乳腺外科 部長）演者

■本研修は日本薬剤師研修センター（研修認定薬剤師制度）の認定対象研修会です。
　認定単位数〔予定〕：シンポジウム①～③全て参加で3単位（教育セミナーを除く）
■会費¥3,500（現地参加される方には、軽食の提供があります）

参加申し込み受付▶2026年 11月2日（月）〜2027年 1月31日（日）
申し込み方法 　※認定単位取得希望の方は薬剤師名簿登録番号が必要です

①右の二次元コードから
② URL から　＜ https://kenshu.asuyaku.life/trainings/2978 ＞
③さいたま市薬剤師会のホームページから大会公式サイトへアクセス さいたま市薬剤師会 検索

運営事務局　一般社団法人さいたま市薬剤師会

さいたま市薬剤師会
「在宅医療支援薬局リスト」
掲載要件対象研修会


